
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

令和２年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 ＪＲ飯田線活性化期成同盟会 イベント列車事業 

事業主体 

（連絡先） 

ＪＲ飯田線活性化期成同盟会 

（伊那市下新田 3050 番地 伊那市役所企画部企画政策課） 

事業区分 (8)その他地域の元気を生み出す地域づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費 88,000 円（うち支援金：70,000 円） 

（活動写真） 

①飯田線利用機会・行楽機会創出 

②地域・駅周辺の魅力再発見 

③リニア中央新幹線や飯田線の必 

要性に対する意識の醸成 

※自己評価【  】 

【理由】 

 

 【目標・ねらい】 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

 

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、事業中止とな

った。しかしながら、貸切の臨時列車を運行した上で行

うイベントのため、旅行代理店（伊那バス観光株式会社）

を通し、ＪＲ東海にてダイヤを調整するところまで行っ

た。そのため、旅行取扱手数料（伊那バス観光株式会社

へのキャンセル料・44,000 円×2）が発生した。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

今年度の当該事業は中止となってしまったが、今後も、ＪＲ飯田線の利用機会の創出や魅力の

ＰＲを図っていく。 


